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非線形光学過程において様々な高次の機能を実現しようとする試みが増えつつある。多くは、非

線形光学現象の積算過程（位相整合）に特定の操作を組み込むことでその実現が試みられている

が（図 1a）、位相の操作という観点では、もう一つ、非線形光学現象のスキームそのものに関わ

る位相を操作するという大きな自由度がある（図 1b）。非線形光学現象がこの相対位相関係に強

く支配されること自体は非線形光学が形作られた当初よりそこに書かれていることであるが、非

線形光学現象の進行過程にそのような操作を積極的に組み込んだ時にどのような自由度が生まれ

るかについては、これまでほとんど議論されてきていないように思う。ここでは、一般的な議論

に加えて、このコンセプトに基づいて、様々な二周波数の組み合わせを発生させる数値計算実験

の結果についても紹介したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 非線形光学現象の形態の操作．a, 非線形光学現象の積算過程（位相整合）をエンジニアリ

ングすることによる機能の実現．b, 非線形光学過程のスキームそのものに関与する電磁場の相

対位相関係をエンジニアリングすることによる機能の実現． 

2023年第70回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2023 上智大学　四谷キャンパス+オンライン)18p-A501-1 

© 2023年 応用物理学会 03-577 3.5


